
11

No.762

1975年（昭和50年）4.1創刊

2024年（令和６年）

10．１



2広報せきかわ　2024・10月号

勇壮に、みんなの心に感動を残して…勇壮に、みんなの心に感動を残して…
第34回　えちごせきかわ 大したもん蛇まつり

関川村発足70周年記念

　
８
月
23
日
の
安
全
祈
願
祭

で
幕
を
開
け
た
今
年
の„
ま

つ
り
“。

　
24
日
に
開
催
さ
れ
た
花
火

大
会
で
は
、
大
ス
タ
ー
マ
イ

ン
な
ど
に
続
き
、
最
後
は
尺

玉
（
10
号
）
の
56
連
発
も
！

腹
の
底
ま
で
響
く
花
火
の
音
、

美
し
い„
華
“に
３
，
０
０

０
人
の
観
客
が
酔
い
し
れ
ま

し
た
。

　
25
日
は
大
蛇
パ
レ
ー
ド
。

垂
水
の
里
か
ら
役
場
前
、
道

の
駅
芝
生
広
場
の
ゴ
ー
ル
ま

で
の
４
・
８
㎞
を
、
中
学
生

か
ら
●
●
歳
ま
で
、
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て
練
り
歩
き

ま
し
た
。

　
道
の
駅
に
設
け
ら
れ
た
特

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
キ
ッ
ズ

ダ
ン
ス
「
ハ
ピ
ネ
ス
」、チ
カ

コ
ホ
ン
マ
さ
ん
が
Ｍ
Ｃ
を
務

め
た
お
笑
い
ス
テ
ー
ジ…

。

ケ
ビ
ン
ス
、Ｅｖｅｒｙ
Ｂｏｄ

ｙ
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
皆

さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
に
大
き
な

笑
い
と
歓
声
が
‼

　
龍
泉
太
鼓
の
演
奏
や
福
ま

き
も
行
わ
れ
、
今
年
の„
ま

つ
り
“を
終
え
ま
し
た
。

　
な
お
、
当
日
の
観
客
は
１

０
，
０
０
０
人
で
し
た
。
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【サントリー地域文化賞】
　公益財団法人サントリー文化財団（理事長 鳥井

信吾氏）が地域文化の発展に貢献した団体・個人

を顕彰する第46回「サントリー地域文化賞」に

「えちごせきかわ大したもん蛇まつり」が選ばれ

ました。（令和６年８月28日発表）

　この賞は、地域の新聞社やＮＨＫからの推薦を

受けた団体等の中から書面審査・現地調査等を経

て、６人の選考委員による慎重な選考によって受

賞が決ります。原則として毎年５件を顕彰してい

て、今年度も５団体に贈呈することが決定しまし

た。また、受賞者には正賞として楯、副賞として

300万円が贈られます。

　なお、贈呈式は10月16日（水）に大阪市内で行

われる予定です。

◎受賞理由◎
　村内の全集落が協力して制作する82.8メートル

の大蛇みこしがパレードするユニークなまつりを

開催。過去の水害の教訓を継承しつつ村民の一体

感を高め、村外との交流も生まれていることが高

く評価された。

◎選考委員のお一人、
夏井いつき氏（俳人）による選評◎

「えちごせきかわ大したもん蛇まつり」は、「せき

かわふるさと塾」が母体となって、新しく創成し

たまつり。水害に纏わる大蛇伝説が村に伝わって

いる点に目をつけ、村人総出で藁の大蛇を作ると

いうアイデアを捻りだした。村内54地区が分担し

たパーツを組み合わせ、長さ82.8メートルの大蛇

を担いで練り歩くさまは痛快だ。

　人口減少に伴う担ぎ手不足も、「国際ボランティ

ア学生協会」との連携によって新しい交流を生み

出した。老若男女が集ってワイワイ楽しむ。そん

な本賞の精神を、まさに体現したまつりである。

【NIPPON防災資産】
　内閣府、国土交通省では、地域で発生した災害

の状況を分かりやすく伝える施設や災害の教訓を

伝承する活動などを、「NIPPON防災資産」として

内閣府特命担当大臣（防災）、国土交通大臣が認定

する制度を令和6年5月に新たに創設しました。

　第１回となる今年度は22件が認定され、そのう

ちの優良認定11件に「えちごせきかわ大したもん

蛇まつり」が選ばれました。（令和６年９月５日、

東京都内で認定式。）

　優良認定のポイントは、次のとおりです。

◆村の大蛇伝説と交えた水害を伝承するまつりと

いう形で、50年以上前の災害に関する活動が現

在も継続されている。

◆まつりのシンボルとなる大蛇の長さが、羽越水害の

発生日にちなみ、82.8ｍと設定され、村の中学生

全員が参加し、事前学

習を通じて、まつりの

開催意義を学ぶ機会

を提供している。

◆まつりの開催を通じて、

過去の水害と今後の備

えの意識が地域に深く

浸透している。

えちごせきかわ大したもん蛇まつりえちごせきかわ大したもん蛇まつり
サントリー地域文化賞  受賞決定
ＮＩＰＰＯＮ防災資産  優良認定
サントリー地域文化賞  受賞決定
ＮＩＰＰＯＮ防災資産  優良認定
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防
災
の
日
の
９
月
１
日
、
関
川

村
消
防
団
秋
季
消
防
演
習
・
定
例

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
せ
き
か
わ
ふ
れ
あ
い
ど
〜
む
で

行
わ
れ
た
演
習
・
表
彰
式
で
は
、

永
年
に
わ
た
り
消
防
団
員
と
し
て

村
民
の
安
心
、
安
全
の
た
め
に
尽

く
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
延
べ
60
人

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
せ
き
か
わ
歴
史
と
み
ち

の
館
周
辺
に
場
所
を
移
し
て
行
わ

れ
た
放
水
訓
練
で
は
、
消
火
栓
２

基
、
小
型
ポ
ン
プ
車
を
連
携
し
て

の
４
線
延
長
を
含
め
、
最
大
６
か

所
か
ら
の
放
水
を
、
実
際
の
火
災

発
生
時
さ
な
が
ら
に
繰
り
広
げ
ま

し
た
。

　
今
年
度
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次

の
皆
さ
ん
で
す
。

※

敬
称
略
。
一
部
を
除
き
、
所
属
・

職
名
も
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

︻
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
︼

◆
勤
続
章
︵
30
年
以
上
︶

　
副
団
長
　

　
　
渡
邉
　
喜
和
︵
小
和
田
︶

◆
精
績
章
︵
優
良
消
防
団
員
︶

　
第
３
分
団
長
　

　
　
佐
藤
　
雅
史
︵
松
ケ
丘
︶

︻
新
潟
県
知
事
表
彰
︼

◆
功
績
章
︵
優
良
消
防
団
員
︶

菅
原
　
健
　
︵
片
貝
︶

平
田
　
勝
彦
︵
桂
︶

︻
新
潟
県
消
防
協
会
長
表
彰
︼

◆
功
績
賞
︵
優
良
消
防
団
員
︶

川
鍋
　
幸
弘
︵
幾
地
︶

渡
邉
　
拓
也
︵
上
関
︶

石
山
竜
太
郎
︵
下
川
口
︶

伊
藤
　
浩
昭
︵
聞
出
︶

◆
精
勤
章
︵
10
年
以
上
勤
続
︶

渡
邉
　
拓
也
︵
上
関
︶

阿
部
　
敏
則
︵
大
島
︶

近
　
正
弥
　
︵
上
関
︶

山
本
　
裕
史
︵
松
平
︶

齋
藤
　
竹
規
︵
南
赤
谷
︶

近
　
生
朗
　
︵
蛇
喰
︶

伊
藤
　
哲
也
︵
南
中
︶

青
塚
　
瑞
季
︵
深
沢
︶


橋
　
俊
樹
︵
下
関
︶

渡
邉
　
望
　
︵
下
関
︶

加
藤
有
輝
也
︵
打
上
︶

大
沼
　
陽
平
︵
上
土
沢
︶

山
口
　
佳
孝
︵
上
土
沢
︶

渡
邉
　
智
幸
︵
沼
︶

小
山
　
泰
喜
︵
大
内
渕
︶

川

　
哲
也
︵
鮖
谷
︶

須
貝
　
俊
紀
︵
高
田
︶

須
貝
　
雄
貴
︵
高
田
︶

佐
藤
　
友
之
︵
中
束
︶

中
束
　
哲
夫
︵
中
束
︶

︻
新
潟
県
知
事
・

　
　
新
潟
県
消
防
協
会
長
表
彰
︼

◆
精
勤
章
︵
30
年
以
上
勤
続
︶

　
本
間
　
雅
彦
︵
安
角
︶

◆
精
勤
章
︵
20
年
以
上
勤
続
︶

河
内
　
孝
文
︵
沢
︶

渡
邉
　
浩
之
︵
上
関
︶

須
貝
　
祐
介
︵
下
川
口
︶


橋
　
健
夫
︵
金
俣
︶

伊
藤
　
俊
勝
︵
下
関
︶

清
水
　
琢
磨
︵
下
関
︶


橋
　
俊
　
︵
高
瀬
︶

須
貝
　
秀
仁
︵
湯
沢
︶


橋
　
兵
栄
︵
下
川
口
︶


橋
　
正
弘
︵
大
石
︶

須
貝
　
敬
介
︵
中
束
︶

︻
新
潟
県
消
防
協
会

　
　
岩
船
地
区
支
会
長
表
彰
︼

◆
功
績
章
︵
優
良
消
防
団
員
︶

須
貝
　
克
也
︵
高
田
︶

新
野
　
桂
太
︵
南
赤
谷
︶

渡
邉
　
隆
　
︵
上
関
︶

安
城
　
孝
幸
︵
下
関
︶

五
十
嵐
岳
裕
︵
高
瀬
︶

小
池
　
祐
樹
︵
下
関
︶

松
田
　
陽
介
︵
大
島
︶

︻
関
川
村
長
表
彰
︼

◆
功
労
賞
︵
30
年
以
上
勤
続
︶

　
本
間
　
雅
彦
︵
安
角
︶

◆
勤
続
章
︵
25
年
以
上
勤
続
︶

菅
原
　
健
　
︵
片
貝
︶

渡
邉
　
雅
紀
︵
沢
︶

前
田
　
智
博
︵
鮖
谷
︶

◆
感
謝
状
︵
10
年
以
上
勤
続
、

令
和
５
年
度
退
職
︶

加
藤
　
寛
之
︵
内
須
川
︶

阿
部
　
幸
一
︵
大
島
︶

近
　
浩
之
　
︵
大
島
︶

渡
邉
　
真
一
︵
上
関
︶

須
貝
大
次
郎
︵
高
田
︶

︻
関
川
村
消
防
団
長
表
彰
︼

◆
勤
続
章
︵
15
年
以
上
勤
続
︶

新
野
　
桂
太
︵
南
赤
谷
︶

中
束
　
和
央
︵
中
束
︶

小
島
　
裕
也
︵
上
土
沢
︶

石
山
　
洋
介
︵
桂
︶

本
番
さ
な
が
ら
の
放
水
訓
練
も

本
番
さ
な
が
ら
の
放
水
訓
練
も

村
民
の
生
命
、安
心
・
安
全
を
守
る
！！

村
民
の
生
命
、安
心
・
安
全
を
守
る
！！

関
川
村
消
防
団
秋
季
消
防
演
習
・
定
例
表
彰
式
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問い合わせ先　　健康福祉課 福祉保険班　☎６４−１４７２

〜 交通事故などによるケガの治療で保険証を使ったらすぐに届け出を！〜

○交通事故にあったとき

　交通事故など第三者の行為による負傷で、国民健康保険・後期高齢者医療保険で治療を受

けた時は、役場窓口へ届け出をお願いします。

この場合、国保・後期医療保険が一時的に医療費を立て替え、あとで相手方（加害者、保険

会社等）に請求します。

○届出に必要なもの

　①第三者行為による傷病届

　②事故発生状況報告書

　③同意書

　④交通事故証明書（警察で交付）

★相手方（加害者、保険会社等）から治療費を受け取るなど、示談を済ませてしまうと、医

療保険が使えなくなる場合があります。

★ケガの程度が軽くても、安易な判断をせず、必ず相手の氏名・住所・連絡先・保険会社な

どを確認し、速やかに警察に連絡しましょう。

Q＆A　交通事故等で医療保険を使うとき

１．医療保険を使った場合、どのようなメリットがありますか？

　　　第三者の行為による傷病の治療に医療保険を使用すると、医療保険を使わない場

合（自由診療）と比べて医療費の自己負担額が低くなります。

２．自損事故の場合も届け出が必要なの？

　　　自損事故の場合でも、医療保険を使用するためには届け出が必要です。なお、自

損事故の車等に同乗していた方が医療保険を使用して治療を受ける場合にも、同様

に届け出が必要です。

３．自転車同士、自転車と歩行者のケガでも届け出が必要なの？

　　　自転車同士や自転車と歩行者によるケガでも、相手がある事故の場合には届け出

が必要です。

⑤保険証等（資格確認ができるもの）

⑥印かん

⑦人身事故証明書入手不能理由書（④が物件事故の場合）



　
30
年
前
、
一
つ

の
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
が
埋
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
れ
が
今
、

掘
り
出
さ
れ
、
中

に
入
っ
て
い
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
開
封
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さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
５
年
10
月
、
新
潟
県
の
取
り
組
み
と
し
て

﹁
農
村
整
備
20
周
年
記
念
式
典
﹂
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
と
き
に
﹁
30
年
後
の
集
落
を
夢
見
て

み
ま
せ
ん
か
！
﹂
と
し
て
、
30
年
後
の
集
落
に
宛

て
た
﹁
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
﹂
を
募
り
、
旧
湯

之
谷
村
の
﹁
道
の
駅
ゆ
の
た
に
﹂
の
敷
地
内
に
埋

め
封
印
し
、
30
年
後
に
返
却
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
30
年
が
経
過
し
た
今
年
６
月
、

こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
掘
り
出

さ
れ
、
関
川
村
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

返
却
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た

の
は
村
内
で
は
15
集
落
。
９
月
24

日
、
農
村
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
〜
む
で
加
藤
村

長
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
入
っ
た
箱
を
開
封
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
集
落
の
区
長
さ
ん
に
伝
達
。
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
入
っ
た
封
筒
を
、
区
長
さ
ん
が
開
封
し
ま
し
た
。

　
封
筒
の
中
に
入
っ
て
い
た
の
は
、
当
時
の
集
落

内
の
写
真
や
様
子
を
記
し
た
手
紙
、
そ
の
と
き
の

内
閣
の
閣
僚
名
簿
が
載
っ
た
新
聞
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

な
か
に
は
、
当
時
も
区
長
を
務
め
て
い
て
現
在
も

区
長
を
務
め
て
い
る
集
落
や
、
今
の
区
長
が
30
年

前
に
書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
て
い
た
集
落
、

集
落
内
で
発
行
し
て
い
た
広
報
紙
が
入
っ
て
い
た

と
こ
ろ
も…

。
な
か
に
は
、
紙
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

な
く
て
８
ミ
リ
ビ
デ
オ
の
テ
ー
プ
だ
け
と
い
う
集

落
も
あ
り
ま
し
た
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
集
落
は
、
次
の
と
お
り
。

▽
下
関
　
▽
上
関
　
▽
辰
田
新
　
▽
勝
蔵
　
▽
南

赤
谷
　
▽
内
須
川
　
▽
大
島
　
▽
聞
出
　
▽
沼
　

▽
湯
沢
　
▽
上
野
原
　
▽
上
野
新
　
▽
蕨
野
　
　

▽
上
新
保
　
▽
朴
坂

30
年
前
に
夢
見
た
集
落
の
す
が
た

30
年
前
に
夢
見
た
集
落
の
す
が
た

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
開
封

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
開
封

　新潟ビール醸造株式会社（代表取締

役・浅野重幸さん。胎内高原ビール園）

では、令和４年の村上・関川水害復興

応援として、期間限定ラベルのビール

を昨年８月から販売されています。

　今年７月末までの販売実績に基づき

村上市と関川村にそれぞれ38,445円

ずつ寄付していただくことに…。８月

26日に浅野さんが村を訪れ寄付して

いただきました。

　ちなみに、この期間の売上本数は

2,563本で、１本あたり30円が寄付金

に充てられました。村上市や関川村の

酒販店、道の駅の売店、新潟市内の飲

食店やビール園の直売所などで販売さ

れ、たくさんの方の協力があったとい

うことです。

　ありがとうございました。

　コミュニティかわ

きた（会長・平田二

男さん）では、８月

24日に地区内で18

歳の成人を迎える

人を祝う「成人を

祝う会」を開催。

　当日は、コミュニティ主催の「川北

ふれあい自然の家」の清掃日。新成人

５人のうち２人が出席し、集まった地

域の人や掃除に来てくれたＩＶＵＳＡの

学生の前で決意表明を行いました。

　新成人を対象にした特別イベントも

後日開催する予定です。

復興応援ビール
　販売収益金を寄付
　　新潟ビール醸造㈱さんから

新成人を祝う会を開催
　　　コミュニティかわきた
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宝くじ助成で活動備品を充実させました
　宝くじの助成は、（一財）自治総合センターが行っている宝くじの社会貢献

広報事業の一環です。地域社会の健全な発展と住民の福祉向上を目的として、

地域で行う事業または活動に必要な施設・整備等へ助成しています。

　今年度は、山本集落、スクラム九ケ谷、南中集落で宝くじの助成を受け、

集落施設の備品の整備を行いました。

九ケ谷：液晶テレビ 
照明器具

南中：会議用テーブル
和座敷チェア

山本：液晶テレビ
カセット式ガスコンロ

　
村
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、

村
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
活
性
化
を

図
る
手
助
け
を
し
て
い
た
だ
く…

関
川
村
ふ
る
さ
と
大
使
に
、
新
た

に
成
岡
茂
さ
ん
︵
高
瀬
出
身
︶
と

ケ
ビ
ン
ス
の
山
口
コ
ン
ボ
イ
さ
ん

︵
本
名
・
山
口
昌
孝
、
上
土
沢
出

身
︶
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
岡
さ
ん
は
千
葉
県
流
山
市
に

お
住
ま
い
で
、
一
級
建
築
士
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
建
設
技
術
管
理
セ
ン
タ

ー
代
表
理
事
な
ど
を
務
め
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。
伝
統
木
造
の
知

恵
を
活
か
し
た
木
造
建
築
の
普
及

に
尽
力
さ
れ
て
い
て
、
地
域
に
根

差
し
た
建
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
ふ
る
さ
と
関
川
村
の
古

民
家
保
存
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
し
て
い
ま
す
。
委
嘱
は
令
和

６
年
１
月
１
日
付
け
。
８
月
23
日

に
委
嘱
状
交
付
。

　
山
口
コ
ン
ボ
イ
さ
ん
は
吉
本
興

業
株
式
会
社
所
属
。
令
和
５
年
度

に
八
千
代
コ
ー
ス
タ
ー
を
は
じ
め

と
し
た
番
組
で
関
川
村
の
魅
力
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
観
光
協
会
と
も
つ
な
が
り

を
持
っ
て
、
観
光
ポ
ス
タ
ー
や
村

の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
８
月
25
日
の
大
蛇
パ
レ
ー

ド
終
了
後
に
、
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

加
藤
村
長
か
ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
３
人
の
方

に
ふ
る
さ
と
大
使
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
そ
の
３
人
は…

。

︵
役
職
名
等
は
、
委
嘱
し
た
と
き

の
状
況
で
す
。
︶

◆
平
成
26
年
８
月
１
日
付
け
で
。

　
平
田
　
利
雄
さ
ん

︵
さ
い
た
ま
市
在
住
、
さ
い
た
ま

市
竜
神
ま
つ
り
会
実
行
委
員
長
︶

　
蓜
島
　
一
策
さ
ん

︵
さ
い
た
ま
市
在
住
、
さ
い
た
ま

市
竜
神
ま
つ
り
会
渉
外
委
員
長
︶

◆
平
成
26
年
11
月
１
日
付
け
で
。

　
小
池
　
正
一
郎
さ
ん

︵
下
関
出
身
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市

在
住
。
プ
リ
ン
シ
バ
ル
日
本
代

表
︶

ふるさと大使に

成岡 茂さん、山口 コンボイさん

ふるさと大使に

成岡 茂さん、山口 コンボイさん
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　新潟地方法務局村上支局と村上

人権擁護委員協議会が募集した

「人権標語コンテスト」。村上市、

関川村、粟島浦村の全小学校16校

から147編の応募がありました。

（全体では591編の標語の参加が

ありました。）

　審査の結果、最優秀賞３編、優

秀賞７編、優良賞６編、佳作16編

が決定。

　関川小学校からは、八幡里緒さ

ん（６年、八ツ口）が優秀賞に、

橋海さん（５年、蛇喰）が佳作

に選ばれました。

　広報せきかわ９月１日号で紹介

した全日本卓球選手権（ガデット

の部）新潟県大会新発田支部予選

会の記事で、石谷奏介さん（関川

小６年、小和田）の成績を「１位」

としましたが、正しくは「２位」

でした。

　お詫びして訂正します。

　わたしの主張村上・岩船地区大

会が８月21日、村上市教育情報セ

ンターで開催されました。

　この大会には村上中等教育学校

を含む村上市・岩船郡内の中学校

から代表者が出場。

　関川中学校からは佐藤萌加さん

（３年、安角）が出場しました。

合唱発表会の取り組みの中で考え

た「個性を認め合うこと」の大切

さや、そこから、見つめ直した自

分について、「あなただけの色、私

だけの色」と題して堂々と発表し

ました。

　審査の結果は「奨励賞」でした。

　９月16日、三条市体育文化会館

で第58回新潟県空手道選手権大会

が開催されました。

　伊藤柚愛さん（関川中学校２年、

下関）が、中学２年女子組手でベ

スト８に、同じく形で４位に…。

形競技で全国大会の出場権を獲得

しました。

　全国大会、ＪＯＣジュニアオリン

ピックカップ文部大臣旗未来くん

杯第19回全国中学生空手道選抜大

会は、来年の３月28日から30日

まで、京都府亀岡市の亀岡運動公

園体育館で開催されます。

　これから半年、練習を積んで、

全国大会でも頑張って！！

佐藤萌加さんが奨励賞
わ た し の 主 張
村上・岩船地区大会

八幡里緒さん優秀賞
橋　海さんは佳作に

人権標語コンテスト

米寿を迎えた方々に
村から賞状と記念品贈呈

　９月１日に富山県五福公園五福

陸上競技場で開催された第41回

北陸マスターズ陸上競技選手権大

会で船山勝雄さん（勝蔵）が400

ｍと800ｍの２種目で優勝しまし

た。

　おめでとうございます。

　成績は次のとおりです。

◆400ｍ　クラスM85（85歳以上）

第１位　記録１分47秒72

◆800ｍ　クラスM85（85歳以上）

第１位　記録４分03秒25

　９月16日の敬老の日を前にした

９日、今年度に米寿・88歳を迎え

る方々のお宅を加藤村長が訪れ、

お祝いの賞状と記念品を贈りまし

た。（一部の方には、15日に贈呈。）

　今年度の対象者は50人。そのう

ち、ご夫婦で米寿を迎えられた方

が二組ありました。

　下関の御簾納良平さん・登久さ

んご夫婦も、そろって米寿を迎え

られました。長寿の秘訣をお尋ね

すると「なんでも好き嫌いなく食

べることでしょうね。（米寿を迎え）

まだまだいけると思いますけどね。」

と良平さん。「腰が曲がって台所仕

事ができなくなって、おとうさん

がみんなやってくれる。歯が無く

なっても食べられるように、やっ

てくれて…。」と、登久さんから

良平さんに感謝の言葉も。

　これからもお元気で。

形で全国大会出場権獲得

伊藤柚愛さん

北陸マスターズで２冠
船山勝雄さん

石谷奏介さん

２位でした

り お

かい

考えよう
言われた重さと　

言う軽さ

八幡　里緒

自由だよ
自分で決める　

人生は

橋　海
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

　関川中学校では、「大蛇パレードに担ぎ手として

参加し、地域に貢献し、地域の方々と触れ合うこ

とを通して、関川村の良さを感じる」ことを目的

に、今年も大したもん蛇まつりに学校行事として

参加しました。全校で参加し始めたのは平成24年

度から。新型感染症などによるまつりの中止があ

り、今回でちょうど10回目の参加となりました。

当日は、暴れる蛇に振り回されながらも、「ワッ

ショイ！」と元気よく大蛇を担いでいました。中

学校を卒業しても、村の一員としてふるさと関川

村を若い力で盛り上げていってほしいと願ってい

ます。

　今年の体育祭は、前夜の雨により、グラウンド

には水が浮いている状態でのスタートでした。ぬ

かるんだグラウンドに足を滑らせるハプニングも

ありましたが、それでも、最後まであきらめずに

戦い抜いた競技。工夫を凝らしたパフォーマンス

と声が枯れるほどの全力応援。グラウンドを華や

かに彩ったパネルと迫力のあるモザイク画。

体育祭スローガン「全力で楽しみ、最高の思い出

にしよう」の通り、生徒にとってはいつまでも思

い出に残る体育祭になったことでしょう。保護者、

地域の皆様、生徒への温かいご声援ありがとうご

ざいました。

【大したもん蛇パレードに全校で参加】

【全力で楽しんだ体育祭！】

関川プライドの継承と新たな挑戦

　
９
月
24
日
、
関
川
中

学
校
で
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

を
テ
ー
マ
に
人
権
講
演

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
村
上
人
権
擁
護
委
員

協
議
会
が
啓
発
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
開
催
し
た

も
の
で
、
全
校
生
徒
か
参
加
し
ま
し
た
。

　
交
際
相
手
か
ら
受
け
る
様
々
な
暴
力
行
為
を
デ

ー
ト
Ｄ
Ｖ
︵
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
︶

と
い
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
協
議
会
の
鈴
木
副
会
長
か
ら
人
権

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
、
人
権
擁
護
委
員
の
役
割
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。

　
続
い
て
﹁
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
、
な
に

〜
対
等
な

立
場
を
き
ず
く
た
め
に
〜
﹂
と
題
し
た
人
形
劇
を

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
演
じ
、
い
く
つ
か
の
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

に
記
入
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
人

権
擁
護
委
員
を
進
行
役
に
み
ん
な
で
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。

◆
嫌
な
こ
と
は
、
イ
ヤ
と
言
う
こ
と
が
大
事
。

◆
相
手
の
事
も
考
え
て
、
対
等
な
立
場
で
話
し
合

う
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
。

◆
人
と
人
、
対
等
な
関
係
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
。

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
意
見
が
交
わ
さ
れ
、
み
ん
な

で
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
人
と
し
て
対
等
で
あ
る
こ
と
が
人
権
の
基
本
。

暴
力
に
よ
る
、
力
に
よ
る
支
配
は
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
こ
と…

意
見
交
換
の
後
に
話
を
さ
れ
た
新
潟

地
方
法
務
局
村
上
支
局
長
さ
ん
の
お
言
葉
で
す
。

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
っ
て
、
な
に
？

関
川
中
学
校
で
人
権
講
演
会
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Ｅ
Ｚ
　
Ｄ
Ｏ
検
脈
！！

坂
町
病
院
　
臨
床
検
査
室
　

白
　
椿
　
ま
ど
か

　
Ｔ
Ｒ
Ｆ
の
Ｄ
Ｊ
　
Ｋ
Ｏ
Ｏ
さ
ん

の
Ｃ
Ｍ
で
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
﹁
検
脈
っ
て
な
に
？
﹂﹁
ど
う
や

る
の
？
﹂
と
思
わ
れ
た
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
今
回
は
検
脈
と
心

臓
に
関
し
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
ま
ず
、﹁
検
脈
っ
て
？
﹂
と
い
う

疑
問
に
答
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

検
脈
と
は
脈
が
乱
れ
て
い
な
い
か

自
分
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。
片
方
の
腕
を
手
の
ひ
ら

が
上
に
な
る
よ
う
に
体
の
前
に
出

し
ま
す
。
手
首
を
少
し
曲
げ
、
出

て
き
た
皺
の
位
置
に
反
対
側
の
薬

指
が
来
る
よ
う
に
し
て
人
差
し
指
、

中
指
、
薬
指
の
三
本
を
当
て
ま
す
。

脈
が
触
れ
た
ら
、
15
秒
く
ら
い
脈

の
間
隔
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
乱
れ
て
い
る
と
感
じ
た
方

は
さ
ら
に
１
〜
２
分
続
け
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
通
常
は
﹁
ト
ン
　
ト
ン
　
ト
ン

ト
ン…

﹂
と
規
則
的
︵
整
︶
に
打
っ

て
い
ま
す
が
、﹁
ト
ン
　
ト
ト
ッ…

ト
ン
　
ト
ト
ト
ッ…

﹂
な
ど
乱
れ

て
︵
不
整
︶
い
た
ら
不
整
脈
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　
心
臓
は
、
左
右
そ
れ
ぞ
れ
に
心

房
と
心
室
と
い
う
計
４
つ
の
部
屋

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
通
常
は
心

臓
の
筋
肉
の
電
気
信
号
が
規
則
た

だ
し
く
心
房
と
心
室
の
筋
肉
を
交

互
に
動
か
し
全
身
に
血
液
を
送
っ

て
い
ま
す
。
電
気
信
号
が
乱
れ
る

と
心
房
と
心
室
の
収
縮
の
リ
ズ
ム

が
乱
れ
不
整
脈
が
起
こ
り
ま
す
。

　
不
整
脈
の
中
で
も
日
常
で
気
に

な
ら
な
け
れ
ば
特
に
治
療
が
必
要

で
な
い
も
の
と
、
治
療
が
必
要
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。
治
療
が
必
要

な
不
整
脈
と
し
て
代
表
的
な
も
の

は
心
房
細
動
で
す
。

　
心
房
細
動
と
は
、
脈
の
乱
れ
に

よ
り
心
房
が
小
刻
み
に
震
え
て
い

る
よ
う
な
状
態
で
す
。
心
房
細
動

に
な
る
と
動
悸
や
息
切
れ
、
胸
が

苦
し
い
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
方

も
い
ま
す
が
、
無
症
状
の
方
も
多

い
で
す
。
健
康
診
断
の
心
電
図
検

査
で
指
摘
さ
れ
て
気
づ
い
た
と
い

う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？

　
心
房
細
動
に
な
る
と
脳
梗
塞
の

原
因
で
あ
る
血
栓
が
で
き
や
す
く

な
っ
た
り
、
心
不
全
に
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
心
房
細

動
の
方
は
こ
の
血
栓
を
作
ら
な
い

た
め
に
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
す
る

お
薬
を
飲
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

採
血
の
時
に
﹁
血
液
を
さ
ら
さ
ら

に
す
る
薬
を
飲
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
﹂
と
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
あ

る
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す

が
、
お
薬
を
飲
ん
で
い
る
と
採
血

後
の
止
血
を
し
っ
か
り
と
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
確
認
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
ご
自
身
で
検
脈
を
し
て

み
て
気
に
な
る
乱
れ
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
心
電
図
検
査

が
病
気
の
早
期
発
見
に
つ
な
が
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
よ
。

　
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
で
も
簡
単

に
で
き
る
検
脈
、
ぜ
ひ
一
度
お
試

し
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合
わ

　
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。

　
☎
６
２
︱
３
１
１
１

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
　
役
場
庁
舎
内
１
階
　
☎
６
４
︱
１
４
７
３

関
川
村
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信
109

フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
て
、

い
つ
ま
で
も
元
気
に
！

教
室
に
通
っ
た
り
す
る
な
ど
、
運

動
す
る
習
慣
を
持
つ
こ
と
で
筋
肉

量
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

運
動
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、

畑
仕
事
や
家
事
、
買
い
物
な
ど
を

通
し
て
、
少
し
で
も
多
く
体
を
動

か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❸
社
会
参
加

　
仕
事
や
余
暇
活
動
な
ど
社
会
参

加
の
機
会
が
減
る
と
、
運
動
量
や

人
と
の
交
流
が
減
り
、
体
や
心
の

健
康
が
損
な
わ
れ
、
フ
レ
イ
ル
に

な
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

︻
対
策
︼
　
地
域
の
集
ま
り
に
参

加
す
る
、
近
所
の
人
と
お
茶
や
食

事
を
楽
し
む
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

参
加
す
る
、
趣
味
を
楽
し
む
な
ど
、

外
に
出
て
色
々
な
人
と
交
流
す
る

こ
と
が
フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
は
、
要
介
護
状
態
と

健
康
な
状
態
の
狭
間
の
状
態
で
す

が
、
早
め
に
対
策
を
と
る
こ
と
で

健
康
な
状
態
に
戻
る
こ
と
が
で
き

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
は
、﹁
シ
ニ
ア
の
温
泉
う
ん

ど
う
日
﹂
や
﹁
健
脚
健
脳
う
ん
ど

う
日
﹂
な
ど
、
フ
レ
イ
ル
予
防
の

た
め
の
様
々
な
教
室
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
体
を
動

か
し
て
、
フ
レ
イ
ル
を
予
防
し
ま

せ
ん
か
？

　
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、
日
本
語
で
﹁
虚

弱
﹂
を
意
味
し
、
加
齢
に
よ
り
心
身

が
老
い
衰
え
た
状
態
の
こ
と
を
言
い

ま
す
。

　
フ
レ
イ
ル
に
な
る
原
因
は
、
大
き

く
分
け
る
と
、
栄
養
不
足
、
運
動
不

足
、
社
会
参
加
の
不
足
の
３
つ
と
言

わ
れ
て
お
り
、
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す

る
に
は
こ
れ
ら
へ
の
対
策
を
と
る
こ

と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

❶
栄
　
養

　
加
齢
に
よ
る
食
欲
の
低
下
や
、
噛

む
力
や
飲
み
込
む
力
の
衰
え
に
よ
っ

て
食
事
量
が
減
少
し
、
栄
養
不
足
に

つ
な
が
り
ま
す
。
栄
養
不
足
に
な
る

と
、
体
力
や
筋
肉
量
が
減
少
し
て
、

フ
レ
イ
ル
に
な
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

︻
対
策
︼
　
主
食
︵
ご
飯
や
パ
ン
な

ど
︶
、
主
菜
︵
肉
や
魚
な
ど
︶
、
副

菜
︵
野
菜
や
海
藻
な
ど
︶
の
揃
っ
た

食
事
を
、
一
日
三
食
き
ち
ん
と
食
べ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
、
主
菜

は
筋
肉
を
作
る
も
と
に
な
る
た
ん
ぱ

く
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、

積
極
的
に
摂
る
こ
と
を
お
す
す
め
し

ま
す
。

❷
運
　
動

　
運
動
量
や
活
動
量
が
減
少
す
る
と
、

体
力
や
筋
肉
量
が
減
少
し
、
フ
レ
イ

ル
に
つ
な
が
り
ま
す
。

︻
対
策
︼
　
散
歩
を
し
た
り
、
運
動

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

健

康

講

座

232
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運行曜日

 
月・木

 下関・四ケ字・霧出
  湯沢・川北・女川

 火・金 上関・七ケ谷・九ケ谷

 水 全地区

下関の
停車場所

坂町の
停車場所

【片道料金】 村内便：回数券１枚（300円相当）
坂町便：回数券２枚（600円相当）

※現金の場合は、村内便500円、坂町便1,000円
・障害者手帳をお持ちの方と同伴者、小学生は半額

【問い合わせ先】
　役場 地域政策課 地域振興班　☎６４－１４７８

（祝日と年末

年始を除く）

時

刻

表

村 内 便 坂 町 便
行き（下関行） 行き（坂町行）

自宅発

8：30

10：00

11：00

12：00

13：00

14：30

15：00

16：00

便

１便

２便

３便

４便

５便

６便

７便

８便

下関着

9：00

10：30

11：30

12：30

13：30

15：00

15：30

16：30

下関発

9：30

10：30

11：30

12：30

14：00

15：30

自宅着

10：00

11：00

12：00

13：00

14：30

16：00

乗継場所発

9：10

11：40

15：10

坂町着

9：30

12：00

15：30

坂町発

9：30

12：00

15：30

乗継場所着

9：50

12：20

15：50

自宅着

10：30

13：00

16：30

帰り（自宅行） 帰り（自宅行）

関川診療所、佐藤内科小児科医院、せきかわ調剤薬局、
関川ファミリー歯科阿部医院、松村歯科、コメリハー
ド&グリーン関川店

原信、アコス、荒川中央クリニック、あらかわ歯科クリニ
ック、佐野医院、上田眼科、県立坂町病院

【予約先】 荒川タクシー　☎６４－１０４２
（前日18時まで要予約）
•利用日、便、氏名、世帯主名、住所、降りる場所、
　帰り便の利用の有無をお伝えください。

　８月25日に開催された大したもん蛇まつりにて、ゼロチャレ30士として、新潟国際情報大学と長岡造形大学の
学生が脱炭素の普及啓発を行いました。
　若い世代に向けてゲームを通して楽しみながら「にいがたゼロチャレ30」について、実践を呼びかけました。

ゼロチャレ30士とは
　県の取組の一つで、学生で構成される普及啓発チームのことです。各種イベントに出向き、省エネ行動等に
関する普及啓発を実施しています。
にいがたゼロチャレ30とは
　私たち一人ひとりが生活の中でできる30の
取組のことです。例えば…
•トイレを使わないときはフタを閉める
•必要な量だけ買って食品ロスを減らす
•LED照明に替える　など
※その他の取組については、県脱炭素ポータルサイトをご覧
ください。

大したもん蛇まつりで脱炭素の普及啓発を行いました大したもん蛇まつりで脱炭素の普及啓発を行いました

https://niigata-2050-zerocarbon.jp/challenge30/
★脱炭素推進室　☎７５－５０２３

▼ゼロチャレ30士の活動の様子



大
六
さ
ん
の
健
康
の
秘
訣
を
学
ん
で…

大
六
さ
ん
の
健
康
の
秘
訣
を
学
ん
で…

高
齢
者
　
三
大
学
の
交
流
会
を
開
催

12広報せきかわ　2024・10月号

生 涯 学 習
情報ステーション

広報せきかわ「お知らせ版」

とあわせてご覧ください

◆お問い合わせは教育課へ

　ＴＥＬ ６４−１４９１

　
関
川
村
の
や
ま
ゆ
り
大
学
、
村

上
市
神
林
地
区
の
長
寿
大
学
、
同

じ
く
荒
川
地
区
の
高
坪
大
学…

。

三
つ
の
高
齢
者
大
学
の
受
講
生
が

一
堂
に
集
い
、
知
識
を
深
め
、
相

互
の
親
睦
と
交
流
を
図
る
﹁
三
大

学
交
流
会
﹂
が
村
民
会
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
参
加

者
は
三
大
学
合

わ
せ
て
125
名
。

　
や
ま
ゆ
り
大

学
学
長
︵
津
野

庄
一
郎
教
育
長
︶

の
あ
い
さ
つ
、

加
藤
村
長
の
歓

迎
の
祝
辞
に
続

き
、
平
田
大
六

さ
ん
の
﹁
私
の

健
康
の
秘
訣
十
か
条
﹂
と
題
し
た

講
演
会
に…

。

　
大
六
さ
ん
の
健
康
10
は
。

１
、
一
日
二
食
の
縄
文
人

２
、
塩
は
大
切

３
、
体
は
動
か
す

４
、
苦
し
い
ほ
う
の
道
を
選
ぶ

５
、
眠
く
な
っ
た
ら
眠
る

６
、
寝
る
と
き
は
丸
ハ
ダ
カ

７
、
ヨ
ソ
の
子
供
と
遊
ぶ

８
、
￥
た
め
な
い

９
、
医
者
と
親
し
く
し
な
い

10
、
さ
そ
わ
れ
た
ら
、
い
つ
も
飲

む

…

だ
そ
う
で
す
。
大
六
さ
ん
独
特

の
語
り
で
、
笑
い
を
交
え
な
が
ら

の
講
演
で
し
た
。

　
昼
食
を
挟
ん
で
午
後
か
ら
は
、

全
員
で
渡
邉
邸
を
見
学
。
職
員
か

ら
全
体
の
概
略
説
明
を
聞
い
た
後

に
邸
内
を
自
由
に
見
学
し
ま
し

た
。

　
や
ま
ゆ
り
大
学
で
は
10
月
以
降

も
坐
禅
・
写
経
体
験
や
書
道
、
閉

講
研
修
な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。

定
員
ま
で
残
り
数
人
の
枠
が
あ
る

そ
う
な
の
で
、
参
加
し
た
い
方
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
役
場
教
育
課

☎
６
４

−

１
４
７
１

※村民会館と役場教育課で入場整理券
を配布しています。
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十
五
ヵ
村
と
は

　
前
回
ま
で
は
小
見
・
上
野
山
・
滝

原
三
ヵ
村
の
入
会
山
の
話
で
し
た
。

今
回
は
も
っ
と
規
模
が
大
き
く
、

十
五
ヵ
村
の
話
で
す
。

　
十
五
ヵ
村
と
は
、
高
田
・
桂
・
朴

坂
・
若
山
・
新
保︵
上
新
保
︶・
上
野
新

・
平
内
新
・
小
見
・
上
野
山
・
滝
原
・
小

和
田
・
中
束
・
蛇
喰
・
中︵
南
中
︶・
宮

前
。

　
天
保
二︵
一
八
三
一
︶年
、
前
年
が

凶
作
で
困
窮
の
た
め
、
高
田
〜
滝

原
の
十
ヵ
村
が
相
談
し
、
十
五
ヵ

村
入
会
の
奥
山
の
木
を
伐
っ
て
薪

に
し
て
売
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

奥
山
と
は

　
光
兎
山
の
登
山
道
は
、
山
頂
ま

で
の
間
に
虚
空
蔵
峰
・
観
音
峰
・
雷

峰
と
ピ
ー
ク
が
三
つ
あ
り
、
厳
し

い
ア
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
有
名
で
す
。

　
最
初
の
虚
空
蔵
峰
に
は
、
国
土

地
理
院
の
三
角
点
が
あ
っ
て
、
そ

こ
の
山
名
が
﹁
奥
山
﹂
で
す
。

　
﹁
関
川
村
史
﹂
は
、
こ
こ
が
、
中

世
史
上
名
高
い
﹁
奥
山
の
荘
﹂
の
名

の
始
ま
り
だ
と
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
は
さ
て
お
き
、
光
兎
山
は

信
仰
の
山
で
す
。
山
全
体
を
神
域

と
し
て
氏
子
十
五
ヵ
村
で
大
切
に

保
護
し
て
き
た
の
で
す
。

　
そ
こ
の
木
を
凶
作
の
救
済
策
と

し
て
、
や
む
を
得
ず
伐
ろ
う
と
い

う
わ
け
で
す
。

高
田
村
庄
屋
の
念
書

　
し
か
し
、
山
麓
に
位
置
す
る
小

和
田
や
中
束
等
の
五
ヵ
村
は
、
こ

の
合
意
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
、
高
田
村
の
庄
屋
五
右

衛
門
が
、
そ
れ
ら
の
村
と
の
交
渉
を

引
き
受
け
ま
し
た
。
そ
の
際
の
念

書
が
、
写
真
の
文
書
で
す︵
部
分
︶。

　
万
一
争
い
事
に
な
っ
て
も
、
自

分
に
任
せ
て
も
ら
う
。
費
用
も
自

分
が
持
つ
、
と
あ
り
ま
す
。

　
但
し
、
問
題
が
こ
じ
れ
て
難
し

く
な
っ
た
場
合
の
費
用
は
、
別
途

相
談
し
て
計
上
す
る
よ
う
で
す
。

認
識
の
ず
れ

　
と
こ
ろ
で
、
以
前
紹
介
し
た
文

化
三︵
一
八
〇
六
︶
年
の
田
麦
掘
割

訴
訟
で
、
藤
沢
川
の
上
流
域
は
十

五
ヵ
村
の
入
会
山
で
用
水
林
だ
と

平
太
郎
は
主
張
し
ま
し
た
。
水
利

権
の
根
拠
に
し
た
の
で
す
が
、
作

り
話
だ
と
反
論
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
文
書
を
見
る
と
、
奥
山

の
山
域
一
帯
は
元
々
十
五
ヵ
村
の

入
会
山
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
文
化
三
年
の
訴
訟
で
平
太
郎
は
、

そ
れ
を
藤
沢
川
上
流
域
ま
で
拡
大

適
用
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
訴
訟
で
中
束
村
は
、

そ
こ
は
神
域
で
乱
伐
禁
止
の
保
護

林
で
は
あ
る
が
、
入
会
山
で
は
な

く
地
元
の
山
だ
と
反
論
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
五
ヵ
村
の
不
同
意
も
、

そ
の
よ
う
な
認
識
の
ず
れ
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
五
右
衛

門
の
交
渉
の
結
果
は
、
不
明
で
す
。

︿
原
文
と
解
説
は
歴
史

館
に
展
示
、
又
は
、

下
の
Ｑ
Ｒ
か
ら
﹀

で

〜﹁
歴
史
と
み
ち
の
館
﹂
所
蔵
・
平
田
家
文
書
を
読
む
〜

（
村
歴
史
文
化
財
調
査
委
員
　
渡
辺
伸
栄
）

「
江
戸
時
代
わ
が
村
の
暮
ら
し
」


奥
山
は
十
五
ヵ
村
の
入
会
山

い
り
あ
い
や
ま

村民会館図書室

毎週水曜日がお休みです。平日13時〜17時15分まで、土・日・祝９時〜17時まで開館しています。

　読書の秋ですね。秋の夜長のおともにぴったりな、お気に入りの一冊を見つけにぜひ図書室へおい

でください。

『もういちど読みとおす山川新日本史　上・下』
　大津　透 ほか 作

高等学校の教科書「新日本史(改訂版)」をベースに、一

般の読者を対象として時代像をとらえやすく叙述してい

ます。上・下巻の大冊ですが、日本の歴史の学び直しに、

じっくり、少しずつ読んでみてはいかがでしょうか。

くまのぼりすはミッフィーのお友だち。今日はメモを

もって一人で買い物に出かけます。メモにあったもの

はすべてそろったようですが、最後にもうひとつ、ぼ

りすが買ったのは…

『ぼりす　かいものにいく』　
　ディック・ブルーナ 作

読書の秋に

親子の時間に…

６日（日）、19日（土）
虹色と汽車のメロディーが目印です♪

う
じ

こ

い
り
あ
い
や
ま

て
ん
ぽ
う

こ
ん
き
ゅ
う

こ

く

ぞ
う
み
ね
　
か
ん
の
ん
み
ね
　
い
か
づ
ち

み
ね

GOGO!!食堂（場所 : の〜む）で開催！

参加は無料です！ ※お昼ご飯を食べる場合、
　大人は１人200円　　　

読み聞かせは11時00分から始めます。

ブルーベリーのみなさんが贈る、ステキなおはなし
の世界。大人の方も大歓迎です！！

おはなしの会５日は５日は 絵本の読み聞かせ
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◆
大
し
た
も
ん
蛇
ま
つ
り
地
域
活

性
化
活
動

　
８
月
23
日
か
ら
８
月
26
日
ま
で
の

４
日
間
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
約
１
０

０
名
が
関
川
村
に
訪
れ
ま
し
た
。
石

拾
い
や
各
集
落
へ
の
訪
問
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
は
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学

生
が
関
川
村
に
行
か
せ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
20
年
と
い
う
こ

と
で
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。
祭

り
当
日
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
学
生
は
大
蛇

の
担
ぎ
手
や
露
店
な
ど
様
々
な
と
こ

ろ
で
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
４
日
間
を
通
し
て
、
村
民
の

方
と
た
く
さ
ん
交
流
で
き
、
と
て
も

充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
つ
り
に
参
加
し
た
３
名
の
学
生

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
き
ま
し
た
！

●
質
問
内
容

①
参
加
し
た
き
っ
か
け

②
活
動
の
感
想

③
村
の
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

◎
伊
藤 

蒼
生
︵
い
と
う 

あ
お
い
︶

　
日
本
大
学
１
年

①
自
分
が
関
川
村
出
身
な
の
と
、
Ｉ

Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
ペ
ー
ジ
で
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
を
見
つ
け
た
か
ら
。

②
体
力
を
使
う
作
業
も
あ
っ
た
が
、

そ
の
分
終
わ
っ
た
時
の
達
成
感
が
凄

か
っ
た
し
、
地
域
に
貢
献
し
て
い
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
祭

り
と
花
火
が
そ
の
疲
れ
を
忘
れ
さ
せ

る
ほ
ど
楽
し
か
っ
た
で
す
。

③
川
で
遊
ば
せ
て
く
れ
た
り
、
ス
イ

カ
を
頂
い
た
り
と
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
絶
対
ま
た
行

き
ま
す
。

◎
野
見
山 

嵯
和
子
︵
の
み
や
ま 

さ
わ
こ
︶

　
東
京
家
政
大
学
２
年

①
昨
年
の
大
し
た
も
ん
蛇
が
楽
し
か

っ
た
こ
と
に
加
え
昨
年
か
ら
の
１
年

間
を
通
し
て
関
川
村
の
魅
力
に
惹
か

れ
て
い
る
た
め
。

②
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
の
学
生
と
し
て
、
大

蛇
を
担
が
せ
て
い
た
だ
け
て
い
る
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
夏
も
お

祭
り
で
も
そ
れ
以
外
で
も
関
川
村
に

て
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
担
ぎ
手
の
皆
さ
ん
と
一
丸

と
な
っ
て
大
蛇
を
暴
れ
さ
せ
た
と
き

は
本
当
に
夢
中
に
な
れ
て
楽
し
か
っ

た
で
す
！

③
鮖
谷
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
関
川
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
愛
用
中
で
す
！
只
今
帰
り
ま
す
！

◎
田
中 

偉
郷
︵
た
な
か 

い
き
ょ
う
︶

　
近
畿
大
学
３
年

①
大
蛇
を
担
い
で
地
域
の
魅
力
に
も

っ
と
触
れ
た
い
と
思
っ
た
か
ら
！

②
村
の
方
々
に
と
て
も
良
く
し
て
も

ら
っ
た
の
で
も
っ
と
貢
献
し
た
い
と

思
っ
た
！
そ
し
て
人
の
温
か
さ
や
豊

か
で
癒
さ
れ
る
自
然
が
た
く
さ
ん
溢

れ
て
い
る
関
川
村
が
も
っ
と
好
き
に

な
り
ま
し
た
！

③
こ
れ
か
ら
も
関
川
行
き
続
け
る
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

国際ボランティア学生協会

IVUSA 通信

内　　容 機　　　関 受付時間 電話番号

誰かに話してみませんか？
悩みを抱えたとき、つらい気持ちになったとき、

あなたを支える相談窓口

関川村社会福祉協議会 平日（祝日除く)　9：00〜16：00 0254－64－0111

新潟県パーソナル・サポート・センター 平日（祝日除く)　9：00〜17：00 025－250－5160

村上保健所 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－53－8369

新潟県こころの相談ダイヤル 毎日24時間 0570－783－025

役場　健康福祉課　健康推進班 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－64－1472

新潟県いじめ・不登校等相談電話 毎日24時間 025－258－1212

役場　教育課　学校教育班 平日（祝日除く)　8：30〜17：15 0254－64－1491

総 合 相 談
（生活全般の悩み）

こころの悩み

学 校 の 悩 み

●その他の相談機関は、

新潟県ホームページ

「各種相談窓口」で検索

●厚生労働省相談窓口

「まもろうよ　こころ」では、

ＳＮＳやチャットで相談ができます
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●８月16日〜９月15日までの届出●

広報に載せてほしくない方は届出の際、窓口に
お申し出ください。

ごめい福をお祈りいたします
内山　ツヤ　さん　　79歳　　大　島

渡邉ハルノ　さん　　86歳　　上　関

橋　榮一　さん　　83歳　　下　関

佐藤　善一　さん　　89歳　　蔵田島

須貝ツヤ子　さん　　92歳　　中　束

松本　チイ　さん　　93歳　　辰田新

河内ハルイ　さん　 103歳　　大　石

は　　　な

羽　来ちゃん（女）　　桂
　　　　　　稲家　大輝・未来 さん
う　　　み

佑　心ちゃん（女）　深　沢
　　　　　　橋　勝幸・千秋 さん

お誕生おめでとうございます

８月25日の大蛇パレード終了後からの

雨と風で、収穫を控えたコシヒカリがべ

ったりと倒れてしまった田んぼがあちこ

ちに見られました。９月に入り、３連休

が二度ありましたが、いずれも大雨で刈

り取りができず、黄金色直前まで実った

稲も、倒れてしまって茶褐色に…９月

20日には土砂災害警戒情報が発令され、

避難指示が出された集落もありました。

幸い、関川村では被害は無かったものの、

その後の雨で石川県などでは大きな被害

を受けました猛暑、酷暑、そして大雨

と、自然にほんろうされた夏でした。

（Mako.）

編集室から

（　　　　　　　　）転入　８人　　転出　５人

出生　３人　　死亡　６人

世 帯 数　　1,816世帯（＋３）

総 人 口　　4,732 人（±０）

　 男 　　　2,285 人（＋１）

　 女 　　　2,447 人（−１）

令和６年８月末現在　（　）は前月対比

人 の 動 き

　
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
︵
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

学
生
協
会
︶
が
関
川
村
で
活
動
を
始
め

た
の
が
平
成
16
︵
２
０
０
４
︶
年
。
第

17
回
え
ち
ご
せ
き
か
わ
大
し
た
も
ん
蛇

ま
つ
り
に
参
加
し
た
の
が
村
と
Ｉ
Ｖ
Ｕ

Ｓ
Ａ
の
交
流
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

　
今
年
、
村
と
の
交
流
20
周
年
を
迎
え

た
こ
と
か
ら
、
８
月
24
日
、
東
桂
苑
に

記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　
植
樹
し
た
の
は
村
の
木
﹁
も
み
じ
﹂
。

色
鮮
や
か
に
紅
葉
す
る
﹁
い
ろ
は
も
み

じ
﹂
を
、
今
回
の
祭
り
の
た
め
に
帰
省

し
た
学
生
全
員
が
見
守
る
中
、
学
生
リ

ー
ダ
ー
と
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
後
援
会
の
代
表

と
で
、
て
い
ね
い
に
土
を
か
け
、
み
ん

な
で
20
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
平
成
16
年
に
村
と
の
交
流
が
始
ま
っ

た
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
。
初
め
て
大
し
た
も
ん

蛇
ま
つ
り
に
参
加
し
た
と
き
は
、
裏
方

と
し
て
の
活
動
で
し
た
。
そ
の
後
、
活

動
の
場
を
﹁
お
お
い
し
ど
も
ん
こ
祭
り
﹂

や
﹁
七
ヶ
谷
雪
ほ
た
る
﹂
な
ど
に
も
広

げ
、
10
周
年
の
平
成
26
年
に
は
、
村
と

防
災
や
地
域
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
の

協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
８

月
の
豪
雨
災
害
に
も
、
復
旧
作
業
に
駆

け
つ
け
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
夏
も
、
大
蛇
の
担
ぎ
手
と
し
て

だ
け
で
は
な
く
、
大
蛇
の
連
結
作
業
や

担
ぎ
手
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
の
ほ
か
、
24

日
に
は
地
域
の
茶
の
間
へ
の
参
加
、
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
の
石
拾
い
、
川
北
ふ
れ

あ
い
自
然
の
家
の
清
掃
活
動
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
汗
を
流
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
サ
ン
ト
リ
ー
地
域
文
化
賞
の
選
考
で

も
、
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
の
交
流
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

関川村⇄ IVUSA交流20周年
記念にもみじを植樹記念にもみじを植樹
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